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薬
学
科
の
設
置
第
十
二
節
薬
学
科
の
設
立
　
従
来
、
わ
が
国
に
お
け
る
薬
学
教
育
は
、
一
殆
ど
が
医
学
教
育
の
一
部
と
し
て
行
わ
れ
て
来
た
。
，
そ
れ
ば
薬
品
調
合
が
医
師
の
兼
笏
と
し
て
実
行
さ
れ
て
居
た
た
め
、
薬
学
は
幕
末
に
至
る
ま
で
そ
の
状
態
が
続
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
コ
　
先
に
記
し
た
よ
う
に
、
フ
ェ
イ
ル
ケ
に
学
ん
だ
新
宮
涼
庭
は
、
天
保
十
年
、
京
都
で
順
正
書
院
を
設
け
て
医
学
に
序
列
を
立
て
て
教
育
し
た
が
、
そ
の
課
程
中
に
、
薬
性
、
舎
密
、
博
物
等
が
あ
り
、
緒
方
洪
庵
、
杉
田
成
卿
等
と
同
じ
く
、
坪
井
信
道
に
学
ん
だ
広
瀬
元
恭
が
弘
化
四
年
に
京
都
で
開
い
た
時
習
堂
に
お
い
て
も
医
学
七
科
中
に
薬
性
（
薬
物
）
、
窮
理
（
物
理
学
）
、
舎
密
（
化
学
）
の
三
科
が
あ
っ
た
。
　
ポ
ン
ペ
の
渡
来
に
よ
っ
て
、
系
統
的
な
近
代
式
の
医
学
教
育
が
実
施
さ
れ
る
に
至
り
、
前
述
し
た
よ
う
な
薬
学
の
講
義
が
原
書
に
親
し
み
乍
ら
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
投
薬
法
、
製
法
、
用
量
等
の
講
義
は
特
に
受
講
生
の
興
味
を
唆
り
、
後
年
の
薬
学
発
達
の
基
礎
を
な
し
た
。
　
そ
の
後
、
ボ
ー
ド
ウ
ィ
ン
が
教
鞭
を
取
っ
て
い
た
際
、
分
析
窮
理
所
の
設
定
を
み
、
慶
応
二
年
の
ハ
ラ
タ
マ
の
渡
来
に
よ
っ
て
理
化
学
の
教
育
が
充
実
し
て
来
る
と
共
に
、
フ
レ
ゼ
ニ
ウ
ス
等
の
原
書
に
よ
る
実
習
も
行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
精
得
館
が
長
崎
府
医
学
校
と
改
称
さ
れ
て
か
ら
も
、
薬
学
の
講
義
は
尚
医
学
教
育
の
一
端
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
。
　
明
治
二
年
、
渡
来
し
た
ゲ
ー
ル
ッ
に
よ
っ
て
、
漸
く
薬
学
教
育
の
本
格
化
並
び
に
薬
局
方
制
定
の
端
緒
が
開
か
れ
た
が
、
こ
れ
は
わ
が
国
の
薬
学
開
発
の
道
を
開
い
た
も
の
と
云
え
る
。
　
明
治
四
年
八
月
、
大
学
東
校
で
は
相
良
知
安
等
の
努
力
に
よ
り
ド
イ
ッ
医
学
摂
取
の
第
一
歩
と
し
て
来
朝
し
た
ミ
ュ
ル
レ
ル
、
ホ
フ
マ
ン
等
が
医
学
と
併
行
し
て
薬
学
を
教
授
す
べ
き
こ
と
を
進
冒
し
、
翌
五
年
十
一
月
、
ド
イ
ッ
人
二
ー
ウ
ェ
ル
ト
　
三
①
＄
段
9
が
薬
学
専
任
教
師
と
し
て
来
朝
し
、
製
薬
教
場
を
開
い
た
の
で
あ
一5θ2r
る
。
然
し
そ
の
講
義
は
東
校
の
薬
局
生
に
薬
学
初
歩
の
み
を
講
ず
る
に
止
ま
っ
た
の
で
、
学
生
は
製
薬
学
本
科
の
設
立
を
希
望
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
当
時
の
医
務
課
総
裁
相
良
知
安
に
製
薬
学
本
科
設
立
を
要
求
し
た
が
、
相
良
知
安
は
　
官
は
医
学
の
基
礎
を
定
む
る
に
汲
々
と
し
て
、
未
だ
薬
学
を
顧
み
る
の
　
暇
な
し
。
足
下
等
、
宜
し
く
志
を
変
じ
て
医
学
を
修
む
べ
し
。
と
云
っ
て
そ
の
要
求
を
退
け
て
了
っ
た
。
　
一
方
、
京
都
府
で
は
、
明
治
三
年
十
二
月
、
舎
密
局
を
設
立
し
、
前
年
、
大
阪
舎
密
局
に
お
い
て
、
ハ
ラ
タ
マ
の
助
手
を
勤
め
た
明
石
博
高
を
そ
の
局
長
に
任
じ
、
ゲ
ー
ル
ツ
を
教
師
と
し
て
理
化
学
並
び
に
薬
学
を
教
授
せ
し
め
、
薬
品
製
造
及
び
分
析
を
行
わ
し
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
分
析
究
理
所
以
来
、
次
第
に
薬
学
教
育
の
発
達
の
萌
芽
を
見
守
っ
て
い
た
当
時
の
校
長
長
与
専
斎
は
、
明
治
四
年
十
一
月
十
二
目
、
岩
倉
大
使
一
行
と
共
に
ア
メ
リ
カ
並
び
に
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
各
国
医
学
制
度
調
査
に
赴
き
、
翌
々
六
年
三
月
四
日
に
帰
国
し
て
間
も
な
い
三
月
十
八
日
、
文
部
省
医
務
課
は
医
務
局
と
改
称
さ
れ
、
長
与
専
斎
は
そ
の
局
長
た
る
医
務
総
裁
に
就
任
し
た
の
で
第
六
章
　
第
五
高
等
中
学
校
医
学
部
あ
る
。
六
月
二
十
四
日
に
至
り
、
専
斎
は
薬
学
が
医
学
に
並
進
す
べ
き
学
問
で
あ
る
と
し
て
、
製
薬
学
校
設
立
の
要
を
文
部
省
に
建
議
し
た
。
そ
れ
は
　
　
　
製
薬
学
校
設
立
の
儀
に
付
き
伺
　
製
薬
学
の
一
科
、
薬
石
の
製
煉
、
真
贋
の
鑑
別
、
輸
出
入
の
方
法
よ
り
　
毒
殺
の
裁
判
に
至
る
、
皆
之
に
関
せ
ざ
る
は
な
し
。
故
に
文
明
列
邦
、
　
殊
に
之
を
重
ん
ず
。
皇
国
寒
暖
適
度
、
土
壌
沃
饒
、
動
植
蕃
殖
、
金
石
　
満
濫
、
固
よ
り
天
府
の
邦
国
に
し
て
、
薬
石
の
如
き
十
の
八
九
は
之
を
　
海
外
に
待
た
ず
し
て
足
る
べ
き
と
難
も
、
人
民
従
来
物
理
に
暗
く
、
之
　
を
製
煉
し
て
、
以
て
医
薬
に
供
す
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
唯
漫
然
、
海
外
　
に
仰
ぎ
、
薬
舗
の
如
き
、
固
よ
り
薬
石
の
製
煉
、
真
贋
の
鑑
別
を
諸
ん
　
ぜ
ざ
る
に
由
り
、
輸
入
の
医
薬
、
徒
に
洋
商
の
好
計
に
陥
り
、
贋
造
品
　
を
販
売
し
て
、
一
人
之
を
知
る
も
の
な
し
。
今
に
し
て
之
が
方
略
を
設
　
け
ず
ん
ば
独
り
蒼
生
の
生
命
を
害
す
る
の
み
な
ら
ず
、
他
日
邦
家
の
費
　
弊
を
醸
す
べ
き
事
、
智
者
を
待
た
ざ
る
も
明
な
る
所
に
し
て
、
其
関
係
　
固
よ
り
容
易
な
ら
ず
、
実
に
痛
巽
の
至
り
に
堪
へ
ず
。
之
を
以
て
今
後
　
当
校
に
製
薬
学
校
を
附
属
し
、
毎
年
、
各
半
期
の
初
、
青
年
製
薬
学
生
　
徒
二
十
名
を
募
ゆ
、
期
す
る
に
五
年
を
以
て
し
、
初
め
三
年
間
、
之
を
　
医
学
校
生
徒
に
混
じ
、
羅
旬
学
、
独
逸
学
、
数
学
、
究
理
学
、
化
学
、
　
動
物
学
、
植
物
学
、
鉱
物
学
、
薬
方
学
を
学
ば
し
め
、
次
四
年
よ
り
全
　
く
医
学
生
徒
と
相
岐
し
、
製
薬
学
校
に
入
れ
、
製
薬
化
学
、
製
薬
学
器
　
械
、
用
法
学
、
実
用
化
学
、
薬
物
分
析
学
等
を
学
ば
し
む
る
事
二
年
間
、
一583一
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薬
学
科
の
設
置
　
五
年
の
終
リ
、
大
試
業
を
行
ひ
、
製
薬
家
の
称
号
を
与
へ
、
薬
石
の
　
製
煉
、
真
贋
の
鑑
別
、
輸
入
薬
物
の
販
売
を
司
ら
し
め
ば
、
天
賦
の
薬
　
石
を
製
煉
し
、
真
贋
の
鑑
別
を
知
り
、
洋
商
の
好
計
に
陥
ら
ず
、
数
十
　
年
後
、
蒼
生
日
々
に
寿
域
に
踏
り
、
邦
家
益
々
股
冨
な
る
に
至
る
べ
き
　
事
、
期
し
て
待
つ
べ
し
。
蓋
し
、
製
薬
家
の
須
要
な
る
事
、
斯
の
如
く
　
な
る
を
以
て
、
旦
夕
、
心
を
苦
し
め
、
思
を
焦
が
し
、
更
に
之
を
外
国
　
教
師
に
諮
訥
し
、
別
冊
製
薬
学
校
規
則
を
録
上
す
。
仰
ぎ
願
く
は
之
を
　
決
裁
し
、
速
か
に
天
下
の
府
県
に
報
告
あ
ら
ん
事
を
。
　
　
　
明
治
六
年
六
月
二
十
四
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
大
学
区
　
医
学
校
　
　
　
製
薬
学
校
規
則
　
第
一
　
東
京
医
学
校
中
に
製
薬
学
校
を
置
く
　
第
二
　
製
薬
学
校
の
生
徒
は
其
法
則
及
び
勤
務
、
他
の
医
学
生
徒
に
異
　
　
　
　
な
ら
ず
。
即
ち
医
学
校
規
則
第
六
章
よ
り
第
三
十
一
章
乃
至
第
　
　
　
　
三
十
四
章
に
遵
ふ
べ
し
　
第
三
　
入
学
年
限
を
五
年
と
な
す
。
五
年
の
間
に
下
条
の
学
科
を
修
め
　
　
　
　
し
む
。
五
年
の
終
り
、
製
薬
学
士
の
称
号
を
与
へ
し
者
は
、
後
　
　
　
　
来
、
薬
物
買
売
規
則
に
従
て
薬
物
の
輸
出
輸
入
を
司
ら
し
む
。
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
附
記
さ
れ
た
教
則
は
こ
こ
で
は
省
い
て
置
く
。
こ
の
伺
書
に
よ
っ
て
説
く
と
こ
ろ
は
、
薬
学
の
盛
衰
が
、
人
命
だ
け
で
な
く
、
国
家
経
済
に
大
き
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
わ
が
国
に
お
け
る
薬
学
教
育
の
真
髄
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
年
の
七
月
二
十
五
目
に
至
り
、
製
薬
学
科
設
置
の
件
が
公
布
さ
れ
、
製
薬
学
教
室
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
正
に
明
治
以
後
に
お
け
る
薬
学
専
門
教
育
の
先
鞭
を
つ
け
る
も
の
で
あ
る
が
、
東
京
医
学
校
（
第
一
大
学
区
医
学
校
）
の
学
則
の
発
布
さ
れ
た
三
月
二
十
八
日
か
ら
約
四
ヶ
月
後
の
こ
と
で
、
製
薬
学
科
の
課
程
は
予
科
二
年
、
本
科
三
年
で
あ
り
、
専
斎
の
伺
書
に
お
け
る
授
講
課
目
と
は
、
相
当
の
差
異
を
加
え
た
上
で
、
開
講
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
わ
が
国
の
薬
学
教
育
は
製
薬
者
を
作
る
目
的
で
設
立
さ
れ
た
の
が
契
機
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
明
治
十
年
四
月
十
二
日
、
東
京
大
学
が
成
立
し
て
か
ら
も
、
医
学
部
に
附
属
し
た
ま
ま
、
製
薬
学
科
の
名
を
留
め
て
い
る
。
　
こ
れ
よ
り
先
、
明
治
八
年
五
月
、
東
京
医
学
校
で
は
速
成
を
目
的
と
す
る
医
学
科
三
年
、
製
薬
学
科
二
年
の
通
学
生
制
度
が
設
け
ら
れ
、
十
九
年
ま
で
別
科
と
し
て
存
続
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
間
、
明
治
十
五
年
七
月
十
八
日
、
文
部
省
は
薬
学
校
通
則
を
各
府
県
に
通
達
し
た
。
こ
れ
は
医
学
校
通
則
の
公
布
よ
り
約
一
ケ
月
半
遅
れ
た
も
の
で
あ
る
。
薬
学
校
通
則
は
医
学
校
通
則
と
同
じ
く
、
甲
乙
二
種
に
分
ち
、
甲
種
は
「
尋
常
の
薬
学
科
を
教
授
し
、
以
て
一584一
薬
剤
師
の
具
成
を
図
」
り
、
教
員
中
、
少
く
と
も
二
名
は
東
京
大
学
卒
業
と
し
、
生
徒
は
十
八
才
以
上
に
し
て
初
等
中
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
者
に
つ
き
、
和
漢
丈
、
算
術
、
地
理
、
物
理
学
の
学
力
試
験
を
行
っ
て
入
学
せ
し
め
、
教
授
科
目
は
物
理
学
、
化
学
、
動
物
学
、
植
物
学
、
金
石
学
、
薬
用
植
物
学
、
分
析
化
学
、
薬
品
学
、
製
薬
学
、
毒
物
学
、
薬
物
試
験
法
、
調
剤
学
、
外
国
語
で
あ
り
、
修
業
年
限
は
三
年
で
あ
っ
た
。
乙
種
は
「
簡
易
の
薬
学
科
を
教
授
し
、
以
て
薬
剤
師
の
速
成
を
図
」
り
、
教
員
中
、
少
く
と
も
一
名
は
東
京
大
学
卒
業
と
し
、
生
徒
は
十
六
才
以
上
で
、
小
学
中
等
科
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る
者
に
つ
き
、
読
書
、
算
術
の
学
力
試
験
を
行
っ
て
入
学
せ
し
め
、
教
授
科
目
は
物
理
学
、
化
、
学
、
植
物
学
、
薬
品
学
、
製
薬
学
、
薬
物
試
験
法
、
調
剤
学
で
、
修
業
年
限
は
二
年
で
あ
っ
た
。
こ
の
薬
学
校
は
薬
剤
師
（
薬
舗
主
）
教
育
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
薬
剤
師
の
業
権
た
る
処
方
箋
に
よ
る
調
剤
は
、
当
分
医
師
の
兼
業
と
な
っ
て
い
た
の
で
、
薬
剤
師
試
験
を
受
け
る
者
少
く
、
就
学
者
も
甚
だ
少
か
っ
た
。
然
し
、
そ
の
う
ち
、
追
々
、
将
来
を
慮
っ
て
薬
学
を
希
望
す
る
者
も
多
少
で
て
来
た
の
で
、
こ
れ
を
目
的
と
し
て
次
第
に
各
地
に
薬
学
校
が
　
　
　
第
六
章
　
第
五
高
等
中
学
校
医
学
部
設
立
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
明
治
七
年
八
月
十
八
日
、
丈
部
省
が
公
布
し
た
医
制
以
来
、
薬
舗
主
と
い
う
調
剤
専
門
家
を
作
り
、
同
時
に
医
師
の
調
剤
を
禁
ず
る
建
前
で
あ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
新
教
育
を
受
け
た
薬
剤
師
を
俄
か
に
養
成
す
る
こ
と
も
出
来
な
か
っ
た
の
で
、
第
四
十
一
条
の
第
一
項
に
「
当
分
二
等
医
師
は
顧
に
よ
り
薬
舗
開
業
の
仮
免
状
を
受
け
、
調
剤
を
許
す
」
と
規
定
し
て
、
医
師
の
調
剤
に
対
す
る
除
外
例
が
設
け
ら
れ
、
久
し
く
医
薬
分
業
問
題
と
し
て
論
議
を
繰
返
す
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
　
さ
て
、
薬
学
の
進
歩
は
徐
々
に
進
歩
し
て
は
行
っ
た
が
、
明
治
二
十
二
年
三
月
二
十
二
目
、
丈
部
省
は
各
地
の
高
等
中
学
校
医
学
部
に
薬
学
科
を
併
置
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
翌
二
十
三
年
三
月
に
は
文
部
省
令
第
四
号
を
以
て
こ
れ
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
。
こ
れ
は
明
治
十
五
年
の
薬
学
校
通
則
中
、
甲
種
薬
学
校
に
当
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
明
治
二
十
三
年
六
月
十
八
目
、
丈
部
省
令
第
七
号
を
以
て
、
千
葉
・
仙
台
・
岡
山
・
金
沢
・
長
崎
の
各
高
等
中
学
校
医
学
部
に
「
薬
学
科
」
を
併
置
し
て
、
こ
の
甲
種
薬
学
校
を
設
立
し
た
の
で
あ
る
が
、
長
崎
の
医
学
部
で
は
、
生
徒
の
定
員
四
百
人
を
五
百
人
と
改
正
さ
れ
、
こ
こ
に
第
五
高
等
中
学
校
医
学
部
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第
十
二
節
　
　
薬
学
科
の
設
立
薬
学
科
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。
教
授
と
し
て
は
明
治
二
十
三
年
始
め
て
帝
国
大
学
を
卒
業
し
た
薬
学
士
池
口
慶
三
が
招
か
れ
た
。
そ
し
て
明
治
二
十
三
年
九
月
に
は
医
学
部
で
最
初
の
薬
学
科
入
学
試
験
を
施
行
し
、
同
月
二
十
九
日
に
第
三
回
医
学
部
入
学
生
と
共
に
、
第
一
回
薬
学
科
入
学
試
験
合
格
者
十
六
名
の
入
学
を
許
可
し
た
の
で
あ
る
。
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